
i
L

ウ

I

l
i

l
l

l

l
l

i

l
g

l
l

l

四
米
）
の
自
然
石
の
碑
で
、
碑
正
面
に
『
上
部
に
上
差
尾
小
学
校
創
立
百

周
年
事
業
公
園
記
念
、
中
央
に
サ
イ
レ
ン
建
設
之
碑
昭
和
五
十
三
年
七

月

第

十

分

団

と

あ

り

。

裏
面
に
、
サ
イ
レ
ン
建
設
蘇
陽
町
公
園
造
成
碑
建
設
百
周
年
記
念

期
成
会
、
功
労
者
元
前
分
団
長
七
名
の
氏
名
、
台
石
に
碑
建
石
昭
和

五
十
四
年
九
月
分
団
長
穴
見
鉄
雄
外
四
十
一
名

公
園
用
地
提
供
者
蘇
陽
町
大
字
塩
出
迫
宇
都
宮
隆
殿
と
銘
が
あ
る
。

基
礎
台
座
（
台
幅
二
・
二
、
厚
○
↓
一
五
米
）
、
基
礎
（
高
○
・
八
六
、

下
幅
一
・
六
六
、
上
幅
一
・
五
二
、
台
石
三
段
○
・
九
米
、
碑
石
（
高
一
・

六
二
、
幅
○
・
二
一
～
○
・
二
七
の
六
角
型
）
、
全
長
三
・
五
米
の
碑
で
あ
る
。

三

○

一

記

念

碑

（

サ

イ

レ

ン

）

所

在

地

大

字

上

差

尾

小
学
校
校
舎
上
の
丘
に
、
サ
イ
レ
ン
建
設
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

基
礎
石
積
で
（
幅
言
一
八
、
高
○
？
七
米
）
、
台
石
二
段
で
、
台
下
（
幅

一
・
三
五
、
厚
○
・
一
米
）
、
台
上
（
幅
一
・
○
七
、
厚
○
・
三
米
）
の
上

に
、
碑
石
（
下
幅
○
・
六
九
、
上
幅
一
・
’
七
、
高
一
◆
二
○
、
厚
○
・

三

○

二

記

念

碑

（

弘

道

会

）

所

在

地

大

字

上

差

尾

小
学
校
校
庭
入
口
左
側
に
、
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
碑
石
正
面
に
、

碑

文

（

弘

道

会

由

緒

）

明
治
三
十
七
。
八
年
日
露
戦
役
後
、
時
ノ
上
差
尾
校
長
羽
野
了
訓
先
生

ハ
国
運
ノ
哀
頽
世
道
人
心
ノ
頽
廃
ヲ
慨
歎
セ
ラ
レ
明
治
三
十
九
年
二
月

弘
道
会
ヲ
組
織
サ
レ
マ
シ
タ
。
コ
ノ
時
、
興
梠
市
三
郎
氏
、
斯
ノ
美
挙
二

大
イ
’
一
賛
同
サ
レ
寝
食
ヲ
忘
レ
テ
会
ヘ
ノ
勧
誘
一
一
奔
走
サ
レ
、
校
下
殆
ン

ド
ガ
会
員
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
。
明
治
四
十
一
年
十
月
戌
申
証
書
ガ
下
賜
サ
レ
、

羽
野
校
長
ハ
詔
書
ノ
才
諭
ヲ
弘
道
会
ノ
精
神
ト
ス
ル
コ
ト
コ
ソ
当
今
ノ
要

務
卜
深
考
サ
レ
テ
、
会
ノ
強
化
運
営
二
当
ラ
レ
、
男
子
二
夜
学
殖
産
ノ
道

ヲ
講
ゼ
ラ
レ
、
女
子
一
天
質
素
倹
約
及
勤
勉
貯
蓄
ヲ
諭
サ
レ
、
兼
ネ
テ
国

家
ノ
富
ヲ
増
進
シ
、
忠
君
愛
国
ノ
国
民
ト
ナ
ル
様
指
導
サ
レ
マ
シ
タ
。
爾

弘
道
会
之
碑
熊
本
県
知
事
寺
本

広
作
書
と
刻
ま
れ
て
あ
る
。
基
礎
石

積
で
（
幅
一
・
一
七
～
一
・
三
五
、

高
○
・
八
米
）
、
台
石
二
段
で
、
台
下

（
幅
一
・
○
七
、
厚
○
・
一
五
米
）
、

台
上
（
幅
○
・
八
二
、
厚
○
・
二
六

米
）
の
上
に
、
碑
石
（
幅
○
・
六
五
、

高
○
・
五
五
、
厚
○
・
二
米
）

~-112



：／令笥茂毒ﾊ竜
一，&ニジゴ?－ ．す 道路ノ糞7碆

来
六
十
有
余
年
、
コ
ノ
間
会
ノ
重
ナ
ル
事
項
ヲ
列
記
ス
レ
バ
、
学
校
教
育

ノ
タ
メ
物
心
両
面
ノ
絶
大
ナ
ル
援
助
、
多
額
ノ
貯
金
、
滅
亡
家
二
対
ス
ル

永
代
経
費
、
奉
納
、
応
召
者
約
八
十
五
名
一
一
対
ス
ル
饅
別
、
柏
村
立
忠
魂

碑
ヘ
ノ
寄
附
、
事
変
戦
争
ヘ
ノ
献
金
、
老
人
慰
労
会
ノ
実
施
、
青
年
団
指

導
、
羽
野
先
生
表
彰
、
市
三
郎
氏
墓
碑
雄
け
一
土
地
丘
筆
購
入
謎
、
杉
桧
植

し
昭
和
四
年
三
月
十
一
ｕ
県
知
欝
ヨ
リ
表
彰
ヲ
ウ
ヶ
マ
シ
タ
。
時
代
ノ
変

遷
二
伴
イ
輝
ヵ
・
ン
ィ
朧
史
ヲ
モ
ッ
、
弘
道
会
モ
、
昭
和
四
十
~
年
六
月
二

十
日
上
差
尾
小
学
校
後
援
会
二
併
合
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
ソ
ノ
財
産
関
係

蓋
類
等
ヲ
引
継
ギ
マ
シ
タ
。
コ
レ
ラ
ノ
業
絞
ヲ
、
永
遠
二
遺
ス
為
コ
コ
ニ

記
念
碑
ヲ
建
立
ス
ル
。

昭

和

四

十

一

年

八

月

建

設

者

後

援

会

一

同

歴
代
弘
道
会
長

興

梠

市

三

郎

藤

原

虎

太

郎

興

梠

又

次

郎

穴

見

仙

之

十

興

梠

菊

太

郎

工

藤

秀

雄

藤

原

束

奈

須

宗

三

郎

藤

原

峯

彦

工

藷

新

一

副

会

長

会

計

・

穴

見

義

雄

後

援

会

会

長

工

讓

久

・

志

林
、
戸
、
預
会
ノ
併
合
等
デ
ァ
リ
マ
ス
。
コ
ノ
会
ノ
数
々
ノ
功
絞
ハ
認
メ
ラ

の
銘
か
記
さ
れ
て
あ
る
・

三
○
三
所
在
地
大
字
馬
見
原
（
一
里
木
）

町
道
右
側
に
、
山
の
下
・
長
崎
線
の
道
路
建
設
を
記
念
し
て
、
昭
和
四

十
七
年
七
月
に
、
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

基
礎
石
積
（
下
巾
一
。
七
五
、
上
巾
一
・
○
七
、
吉
同
。
三
流
米
）
合

洞
二
段
切
石
（
下
台
巾
一
・
一
四
、
厚
○
・
↓
五
中
台
巾
○
・
八
§

陣
○
・
二
四
上
台
巾
○
・
五
六
、
厚
○
・
三
米
）
碑
石
自
然
行
（
巾
○
・

ゞ
菫
、
高
一
・
五
○
米
）
全
高
三
・
五
四
米

碑

石

正

面

道

路

建

設

記

念

碑

裏

面

昭

和

四

十

七

年

七

月

建

之

本

田

清

隆

書

農
林
産
物
の
運
送
も
で
き
な
い
人
道
で
あ
っ
た
の
で
昭
和
三
十
八
年
一
月

二
五
名
の
沿
線
住
民
か
長
崎
士
地
改
良
区
を
設
立
し
、
同
年
卜
一
月
ょ

碑

文

（

台

石

上

段

）

建

設

趣

意

書

山
の
下
よ
り
一
里
木

を
締
て
甲
長
崎
に
通

ず
る
道
路
は
、
巾
員

約
二
米
の
急
坂
道
で

五

、

道

路

当

’

’

４

４

０

１

１

８

０

１

．

４

ｄ

ｆ

ｇ

４

１

４

Ｑ

ｊ

ｌ

Ｊ

Ｊ

ｄ

ｐ

ｊ

１

１

ｄ

ｌ

ｑ

ｑ

ｇ

ｒ

ｑ

０

▽

ｊ

■

Ｒ

制

ｌ

Ａ

ｄ

１

９

ｂ

ｑ

ｄ

ｑ

ｑ

ｑ

９

，

庁

叱

Ｌ

８

ｂ

ｌ

Ｉ

‐

ｒ

喚

卜

ｈ

ｒ

△

Ｆ

Ｂ

・

＃

・

ｏ

ｐ

５

０

ｄ

ｐ

ｑ

■

■

Ｐ

ｒ

。

■

Ｂ

わ

り

９

１

‘

ｂ

Ｐ

Ｉ

凶

朝

刊

己

包

■

Ｊ

閨

咀

侃

囚

胡

■

割

Ⅱ

『

】

ｒ

“

■

・

可

山

、

Ａ

１

、
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り
三
ヶ
年
に
亘
り
延
長
二
、
八
三
一
米
巾
員
四
米
の
車
道
を
新
設
し
、
町

村
合
併
と
同
時
に
町
道
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
路
は
、
旧

馬
見
原
町
の
産
業
幹
線
と
し
て
建
設
し
、
地
元
は
じ
め
、
町
内
よ
り
七
、

六
○
Ｃ
名
の
労
力
を
半
ば
、
奉
仕
的
に
提
供
し
、
総
額
六
、
四
一
九
千
円

を
も
っ
て
、
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
建
設
当
時
、
借
入
れ
た
二
○
Ｃ

万
円
、
農
業
振
興
資
全
が
四
十
六
年
を
も
っ
て
完
済
し
、
土
地
改
良
区
を

解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
建
設
当
時
の
団
結
に
よ
っ
て
、
竣
Ｔ
し

た
道
路
の
経
過
を
後
進
に
の
こ
す
為
こ
こ
に
全
組
合
員
の
拠
出
に
よ
り
記

念
碑
を
建
京
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
路
の
利
用
は
、
今
や
命
町
民
の

も
の
と
な
り
、
地
域
の
利
益
は
勿
論
、
蘇
陽
町
の
発
展
に
も
大
き
く
つ
な

が
り
、
産
業
開
発
と
観
光
の
朧
進
を
強
く
祈
念
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ

↓
つ
。

道

路

建

設

鷲

収

支

概

算

総
事
業
費
六
、
四
一
九
千
円

一

、

内

訳

建

設

蟹

四

、

二

八

七

用

地

費

二

○

一

資

材

鷲

言

○

八

長

期

借

入

金

利

息

一

、

五

六

四

下

訴

雑

群

一

五

九

言

、

財

源

六

、

四

一

九

千

円

国

庫

補

助

金

八

三

○

千

円
二
八
七
千
円

ﾉノ ﾉノ〃 ﾉノ

三

○

四

所

在

地

大

字

長

崎

（

山

口

）

服
掛
松
、
三
叉
路
右
上
部
に
、
高
さ
三
・
四
米
の
Ｅ
然
石
で
、
道
路
改

長

期

借

入

金

二

、

○

○

○

〃

旧

馬

見

原

町

補

助

金

汽

六

○

〃

蘇

陽

町

補

助

令

四

八

四

〃

組

合

員

負

担

金

二

、

一

一

四

四

〃

受

入

寄

附

金

一

九

四

〃

雑

収

入

七

〃

二
、
長
期
借
入
金

三
、
○
○
○
千
円
は
、
十
五
年
に
亘
り
組
合
員
の
負
担
、
一
部

町

助

成

よ

り

償

還

済

道
路
建
設
当
時
の
役
員

理

事

長

本

田

清

隆

副

理

事

長

甲

斐

実

理

事

情

水

松

彦

、

坂

本

政

行

、

長

谷

野

渭

慌

事

橋

野

串

雄

、

菊

池

篤

芙

部
落
委
員
藤
川
荒
市
、
中
矢
冨
吉
、
本
田
木
熊
、
藤
本
健
十
、

甲

斐

順

平

、

長

谷

野

秀

吉

、

杉

本

男

、

坂

本

武

光

、

坂

本

晃

、

本

田

藤

美
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１

三

○

五

所

在

地

め

ん面
の
原
東
側
に
農

免
農
道
開
通
記
念
碑

か
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

（
碑
石
、
切
石
高

○
・
七
五
、
巾
一
・

○
六
、
厚
○
・
一
八

米
・
台
石
二
段
高

二
。
二
五
、
巾
二
・
○
、
厚
一
・
四
米
）

崎
か
ら
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
桑
の
内
、
西
と
を
結
ぶ
べ
く
、
現
記
念
碑
の
地

点
よ
り
栗
山
部
落
東
側
、
五
ヶ
瀬
川
の
断
崖
迄
完
成
、
桑
の
内
側
も
断
崖

対
岸
迄
完
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
の
改
修
工
事
を
記
念
し
て
、
建
立

修
記
念
碑
が
建
立

さ
れ
て
あ
る
。
大

正

十

年

つ

九

二

善

十

月

三

十

日

の
建
設
で
、
こ
の

碑
は
当
時
の
救
済

事
業
と
し
て
、
長

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
叩
ｌ
川
Ⅱ
Ｍ
１
叩
Ⅲ
Ⅱ
１
Ⅱ
川
肥
町
皿
１
曲
抑
脈
Ⅶ
別
別
Ⅷ
Ⅲ
明
１
４
１
Ⅲ
叩
帥
禺
Ⅱ
Ⅱ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
１
１
別
“
１
１
１
１
釧
引
輔
州
Ⅱ
Ⅷ
別
Ⅲ
Ⅲ
川
『
１
Ｍ
Ⅲ
叩

大
字
神
の
前

１
１

１

三

○

六

所

在

地

大

字

向

石

町
道
右
側
に
、
町
道
改
修
記
念
碑
（
自
然
緬
、
高
一
。
二
○
、
台
打
一

段
切
石
○
・
七
三
台
、
切
石
積
○
、
九
瓦
米
）
が
建
逝
さ
れ
て
い
る
。

碑

文

本
道
は
、
国
道
二
一
八
号
線
、
県
道
砥
用
清
和
線
に
接
続
す
る
町
道
と

し
て
、
県
費
及
び
町
費
の
合
同
負
担
に
よ
り
、
昭
和
四
卜
六
年
度
か
ら
四

ヶ
年
の
歳
月
を
費
や
し
、
昭
和
五
十
年
三
月
開
通
し
た
も
の
で
あ
る
。

総

工

事

費

一

四

、

三

二

○

千

円

総

延

長

四

、

四

七

二

米

計

画

時

町

村

長

蘇

陽

町

長

片

岡

疋

行

蘇
陽
町
長
片
岡
正
行

舗

正

担

当

蘇

陽

町

佐

渡

原

光

清

和

村

高

本

直

臣

石

台

寄

贈

者

田

道

利

房

本

田

英

一

街
台
に
部
落
関
係
者
二
’
九
名
の
氏
名
あ
り

昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十
一
日
建
之

開
鑿
担
当

着
工
時
町
村
長

清
和
村
長
原
田
種
興

蘇
陽
町
長
本
田
清
隆

清

和

村

長

平

川

同

~

蘇

陽

町

栗

屋

守

清

和

村

田

上

正

信
ｲ

む
め
，
‐
０
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１

碑

文

本
町
大
字
白
石
ヨ
リ
、
大
字
大
野
ヲ
経
テ
、
県
道
、
宮
崎
～
熊
本
線
二
通

ズ
ル
町
道
改
修
コ
ノ
延
長
六
四
八
問
ナ
ラ
ビ
ニ
、
字
玉
洗
ヨ
リ
前
記
県

道
二
、
通
ズ
ル
別
線
町
道
ノ
改
修
此
ノ
延
長
二
○
二
問
、
右
、
大
止
十
年

三
月
起
工
、
同
十
一
年
三
月
竣
工
。

元
町
長
甲
斐
広
保
、
助
役
戸
田
侭
一
郎

町

議

後

藤

正

香

工
事
設
計
区
長
後
藤
政
彦

元

区

長

片

岡

甚

七

郎

区

長

佐

藤

仙

太

郎

工

珊

委

員

外

十

名

工
事
経
費
総
額
「
、
六
二
七
円

町
内
五
一
七
戸
出
夫
役
寄
附
一
、
一
三
四
円

寄

附

余

九

六

○

円

白

石

部

落

寄

附

八

四

四

円

T1
府

Ｉ

山

下

政

太

郎

外
寄
附
者
関
係
者
氏
名
あ
り
。

ｒ
Ⅱ
ｕ
４
Ⅶ
Ｊ
姉
’
し
い
ぶ
強

１
１
ト
ー
伊
干
Ｉ
血
Ｉ
昨
一
半
砧
Ⅱ
椎

’

’

’

○

七

所

在

地

大

字

方

ヶ

野

部
落
道
右
側
（
堂
前
）
町
道
改
修
記
念
碑
（
自
然
石
高
一
・
○
、
巾
ｅ
、

六
五
、
台
石
一
段
切
石
）
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

五
、
台
石
一
段
切
石
）
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

碑

文

本
道
路
等
、
当
方
ヶ
野
ヨ
リ
、
小
峯
村
二
通
ズ
ル
町
楢
三
シ
テ
、
改

修
延
長
三
一
○
問
及
橋
梁
蔓
ヶ
所
改
修
起
工
昭
和
三
年
一
円
、
竣
正

昭
和
皇
年
五
月

工

事

費

筆

余

五

九

汽

円

財

源

左

の

如

し

全

一

八

一

円

方

ヶ

野

部

落

有

財

産

寄

附

余

一

二

四

円

方

ヶ

~

野

部

落

（

寄

附

）

そ

の

内

訳

下

段

の

如

し

関

係

者

町

長

甲

斐

次

郎

平

者

町

長

甲

斐

次

郎

平

副

委

員

堀

正

礎

~

坂

本

熊

十

・

坂

本

外
部
落
員
の
記
名
あ
り

筆

西

山

湖

兵

衛

石
工

記
念
脾

山
下

続

助

役

甲

斐

次

通

町

議

倉

岡

虎

彦

工
事
委
員
会
計
倉
岡
芳
彦

工
事
委
員
藤
鴫
寿
八
郎
、
古
岡
始

I f→

ﾉ戈
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本
道
改
修
起
因
、
交
通
ノ
利
便
ヲ
謀
り
生
産
力
ノ
発
達
ヲ
期
ス
ル
為
ノ
県

道
熊
本
宮
崎
線
二
通
ズ
ル
、
本
道
路
ノ
改
修
ヲ
企
画
シ
、
町
会
ノ
協
賛

ヲ
経
テ
、
大
正
九
年
三
月
起
工
シ
、
同
十
年
二
月
竣
工
、
此
延
長
千
百
六

十
三
間
（
二
、
二
五
米
）

工

事

概

算

総

工

事

費

一

金

六

、

四

八

九

円

工

事

費

総

額

内

一

金

一

、

五

五

一

円

馬

見

原

町

五

一

七

戸

ヨ

リ

三

○

八

所

在

地

大

字

神

の

前

部
落
中
央
三
叉
路

右
側
に
、
自
然
石
の

町
道
改
修
記
念
碑
が
〃

建
立
さ
れ
て
あ
る
。

（
基
礎
巾
○
・
七

五
、
高
○
・
三
八
米
）

台
石
二
段
（
下
巾

○
・
七
、
高
○
◆
二
五
上
巾
○
・
五
五
、
高
○
・
二
七
米
の
切
石
）
碑

石
（
高
一
・
○
米
）

碑

一ﾃ･

_又

石

垣

佐

藤

弥

五

郎

三

○

九

所

在

地

大

字

柳

井

原

部
落
中
央
三
叉
路
に
、
自
然
石
の
道
路
開
通
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ

る
。
碑
石
自
然
石
で
舎
回
。
’
七
、
巾
○
・
六
米
）
基
礎
石
積
（
高
一
・

三
五
、
上
巾
一
・
五
一
、
下
巾
一
↑
・
四
汽
米
）
台
石
切
石
三
段
（
ド
台
巾

一
．
○
六
、
高
○
・
三
米
上
台
巾
○
・
七
四
、
高
○
・
三
三
米
）

碑

文

筆

者

石

工

本
道
関
係
者

元

町

長

助

役

工

事

委

員

大
字
神
の
前
区
二
十
四
戸
ヨ
リ
夫
役
寄
附
換
算
高
金
三
、

○
三
六
円
二
十
七
名

夫
役
寄
附
高
二
戸
二
付
三
人
宛
「
五
五
一
人
分
一
、
五
九

二
円
．
大
字
神
の
ノ
前
部
落
財
産
ョ
リ
ー
九
二
円

借
地
代
寄
附
価
格
見
積
高
並
二
芳
名
者
数
十
名
の
氏
名
が
あ
る
。

〃 〃 ﾉノ

’
ｑ
ｏ
・
Ｏ
ｉ
ｌ
ｑ
ｉ
■
■
１
１
１
１
．
“
田
口
。
‐
」
１
．
“
・
ｐ
ｑ
ｐ
－
ｐ
』
。
■
ｑ
“
“
‐
ロ
ー
●
‘
》
‐
刈
尭
］
．
。
弓
日
□
■
■
■
‐
■
‐
己
ｑ
０
二
目
『
■
■
君
同
判
』
■
司
側
ｕ
■
壱
Ｊ
『
刃
■
口
画
可
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
『
■
函
団
団
国
】
■
■
■
■
『
ヨ
■
》
》
署
●
、
一
罪
－
４
羽
刮
詞
『
一
雨
弓
『
淫
。
、
紅
ご
『
．
Ｍ
”
や
‐
菌
竜
ミ
ロ
、
匠
『
ャ
“
“
ロ
誰
牙
買
蝿
，
酬
測
弱
‐
割
画
剥
到
’
判
》
・
龍
、
叡
劉
割
劉
識
釧
望

甲

斐

広

保

戸
田
真
四
郎

栗

屋

常

彦

栗
屋
常
三
郎

栗

屋

金

八

不

明

山

村

寛

蔵

山
下
政
太
郎
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正
面
に
道
路
開
通
記
念
碑
、
裏
面
に
大
正
六
年
十
一
月
建
設
と
あ
り
、

碑

文

台
石
に
「
馬
見
原
柳
井
原
ヨ
リ
県
道
、
日
向
往
還
二
通
ス
ル
理
道
改
修
本
町
大
字
滝
卜
字
土
戸
ヨ
リ
大
野
尋
常
小
学
校
へ
通
ズ
ル
道
路
ハ
従
来
~

延
長
千
二
百
五
十
間
（
二
、
一
と
三
米
）
大
正
二
年
三
月
ヨ
リ
者
工
シ
小
野
道
一
一
シ
テ
誠
二
風
雨
降
雪
ノ
除
ノ
如
キ
ハ
小
学
児
童
ノ
通
交
上
困
難

同
大
年
四
月
竣
工
ス
」

危

険

ヶ

所

ノ

ミ

多

カ

リ

シ

故

、

欠

席

ノ

不

得

己

次

第

ナ

リ

シ

ヲ

以

テ

、

野

工

事

費

全

額

四

、

二

二

八

円

九

八

銭

道

二

修

繕

工

事

ヲ

加

へ

児

童

通

学

ノ

便

ヲ

箒

ル

ハ

教

育

発

達

進

捗

上

ノ

最

内
訳
一
、
五
六
○
円
大
字
柳
井
原
部
落
財
産
寄
附
金
五
九
一
円
大
急
務
ナ
ル
事
ヲ
、
王
唱
シ
タ
ル
モ
、
字
土
戸
十
八
戸
ノ
小
部
落
一
一
テ
ハ
到

八
十
銭
馬
見
原
四
九
四
戸
寄
附
、
外
四
十
四
名
の
氏
名
の
銘
あ
底
修
繕
工
事
菅
ヲ
支
フ
ル
ノ
賢
二
乏
、
ン
キ
行
ナ
ル
モ
先
ヅ
コ
レ
ガ
設
計
ヲ

る

が

読

み

と

れ

な

い

．

ナ

サ

ン

｜

兵

卜

、

明

治

三

十

九

年

八

月

二

十

壹

日

ョ

リ

之

レ

が

実

測

一

一

着

元

町

長

遠

藤

伝

手

シ

延

長

言

三

六

九

問

の

設

計

二

得

ダ

ル

事

ナ

リ

シ

ガ

、

字

上

戸

・

同

現

町

長

甲

斐

塵

保

へ

協

力

一

致

シ

テ

以

下

ノ

決

議

ヲ

ナ

シ

第

一

町

昔

補

助

、

第

「

道

路

添

ノ

エ
事
委
員
甲
斐
政
通
、
渡
辺
藤
四
郎
、
渡
辺
九
代
八
、
斗
高
俊
太
田
一
反
歩
二
侭
、
金
六
円
、
令
畑
一
反
歩
二
付
、
全
三
円
、
ｆ
戸
部
落
ハ

郎

、

佐

藤

宝

作

一

戸

ニ

ヅ

キ

余

三

十

八

円

十

五

銭

充

テ

ノ

収

入

方

法

ニ

テ

寄

附

令

ヲ

募

集

元

区

長

渡

辺

政

八

、

同

甲

斐

政

太

郎

シ

修

繕

ヲ

加

フ

ル

コ

ト

、

予

算

案

ヲ

具

へ

、

同

年

十

月

廿

日

本

町

会

一

一

稟

現

区

長

斗

高

俊

太

郎

清

シ

タ

リ

、

本

町

会

ハ

修

繕

工

事

ノ

急

務

ヲ

ミ

ト

メ

、

万

場

一

致

ヲ

以

テ

朝

日

村

窪

ヶ

田

可

決

確

定

セ

シ

コ

ト

ト

テ

、

字

ｆ

戸

ハ

全

阿

十

一

年

九

月

五

日

ヨ

リ

修

繕

石

工

藤

原

岩

太

郎

の

銘

あ

り

。

工

事

一

一

若

手

シ

、

全

四

十

三

年

四

月

十

萢

日

二

至

ル

、

満

一

丁

年

十

ヶ

月

三

一

○

所

在

地

大

字

滝

上

（

土

戸

）

三
目
谷
に
学
校
道
路
改
修
記
念
碑
と
記
さ
れ
た
石
砿
高
さ
○
・
九
、
巾

一
・
五
五
米
の
台
座
に
三
段
台
石
○
・
八
米
、
碑
高
一
・
六
七
（
令
高
三
・

三
六
米
）
巾
○
・
五
八
米
（
自
然
石
）
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

ヲ
得
タ
リ
、
叩
力
本
道
路
修
繕
ノ
成
立
ヲ
記
念
セ
ン
為
メ
差
二
建
碑
ス
ル

事
ト
ハ
ナ
シ
ヌ
。
明
治
四
十
四
年
五
月
建
之

全
長
一
、
三
五
九
問
（
二
、
四
七
一
米
）

建
設
費
一
、
四
四
三
円

ゴ

千

ト

ヲ
以
テ
、
ソ
ノ
エ
事
ヲ
終
へ
、
同
年
五
月
十
三
日
落
成
開
頽
式
ヲ
挙
ル
ー
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ｊｉｆ呂占一Ｇ
－
二
一
ｊ

一
・
睾

由

十

５耳

王

多

ｒ

Ｌ

ｄ宅
・

当

脾

昼

‐

〆
‐
平
幸
中
手

一

ｆ

Ｊ

ｌ

』

刀

五

二

岸

舜

三

二

所

在

地

大

字

菅

尾

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口
左
側
に
、
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
碑
に
は

菅
尾
村
道
路
元
標
、
裏
面
に
熊
本
県
、
横
に
大
正
十
五
年
三
月
と
銘
あ
り

（
高
○
・
五
七
、
巾
○
・
一
汽
米
角
）
。

本
道
路
は
、
大
正
十
一
年
よ
り
、
四
ヶ
年
に
亘
り
施
行
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
施
正
に
当
っ
て
は
、
県
土
木
部
の
直
轄
工
事
に
て
、
工
事
費
等
は
不

明
な
る
も
、
旧
村
時
代
の
菫
要
第
一
路
線
に
て
、
本
町
産
業
文
化
の
発
展

l ユ
マ

ラ硯

乞｝
･

発
起
人
及
会
計
羊
任
町
熊
平

″

及

委

員

八

高

政

蔵

区

長

及

委

員

町

伍

平

建
設
当
時
関
係
者

故

人

町

長

高

橋

伊

八

郎

現

町

長

遠

藤

伝

常
設
委
員
及
工
事
、
主
任
坂
本
政
太
郎

寄

附

金

内

訳

四

門

一

円

馬

見

原

町

三

一

○

円

柳

井

原

部

落

八
八
円
七
○
銭
町
熊
太
郎
八
一
円
九
○
銭
小
陳
利
七

六
七
円
三
○
銭
八
商
政
蔵
五
六
円
三
○
銭
町
利
八
郎

外
三
○
余
名
記
入
有
り

町
財
政
ｋ
四
四
二
円
支
出
さ
れ
残
令
は
寄
附
令
に
依
っ
て
建
設

一
門
支
出
さ
れ
残
令
は
寄
附
令
に
依
っ
て
建
設
さ
れ
て

｜

’

つ
く
よ
う
に
、
火
伏
堂
跡
の
岩
石
が
人
き
く
川
に
突
き
出
し
て
い
た
の
で
、

人
は
川
辺
に
添
っ
て
岩
原
を
通
る
ホ
ン
の
徒
歩
道
で
あ
っ
た
。
日
歩
誤
れ

ば
、
川
に
落
ち
込
む
危
険
道
で
、
牛
馬
は
中
程
の
渡
瀬
を
探
し
、
ま
た
は

犬
渕
堰
梁
等
を
往
来
し
た
の
で
あ
る
。
増
水
時
に
は
、
人
は
火
伏
地
蔵
蛍

を
山
越
し
、
牛
馬
は
拝
所
の
四
叉
路
に
廻
っ
た
。
そ
れ
は
、
人
や
付
が
始

ま
っ
て
以
来
、
永
い
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
危
険
な
不
便
道
を
こ
の

ま
勘
捨
て
お
く
も
の
か
ル
ー
帰
す
べ
く
奮
起
さ
れ
た
の
が
、
当
時
黒
原
部

三

一

二

所

在

地

大

字

塩

原

（

黒

原

）

部
落
公
民
館
の
右
横
に
、
自
然
石
に
明
治
三
十
九
年
四
月
墜
道
開
鑿

工
事
記
念
と
、
昭
和
四
十
年
道
路
改
良
工
事
記
念
の
碑
が
併
せ
建
京
さ

れ
て
あ
る
。

こ
の
墜
道
掘
削
工
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
当
時
の
方
々
の
御
苦

労
が
偲
ば
れ
、
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
黒
原
観
音
堂
の
中
に
、
掘

削
道
誌
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

に
大
な
る
役
割
を
果
し
て
き
た
。

尚
、
菅
尾
よ
り
清
和
村
安
方
に
通
ず
る
道
路
（
現
在
県
道
濤
和
～
高
森

線
の
一
部
）
は
、
昭
和
二
年
に
施
工
さ
れ
た
。

穴
の
口
墜
道
と
掘
削
道
誌

黒
原
村
中
程
と
犬
渕
を
結
ぶ
中
間
、
穴
の
口
道
は
、
現
況
か
ら
想
像
が
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の
口
」
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
附
記
す
べ
き
は
、
現
在
と
違
い
国
県
町
村
の
補

助
金
、
助
成
金
は
一
切
な
く
、
諸
経
費
、
夫
役
す
べ
て
地
元
負
担
の
単
独

工
事
で
あ
る
。
僅
か
十
二
戸
の
工
事
と
し
て
は
、
想
像
以
上
無
理
な
大
事

業
で
あ
っ
た
。
先
人
方
の
汗
血
の
苦
難
察
す
る
に
、
到
底
文
言
に
表
す
こ

業
で
あ
っ
た
ｃ
先
人
方
の
汗
血
の
苦
難
察
す
る
に
、
到
底
文
言
に
表
す
こ

当

時

村

長

岩

下

久

男

助

役

古

路

木

一

と
を
得
ず
、
吾
等
、
今
に
至
る
も
こ
の
恩
恵
に
浴
す
。
村
人
よ
、
先
人
達
発
起
人
（
村
会
議
員
）
山
中
説
眞
大
久
保
常
太
郎
綾
虎
男

の

御

苦

労

を

偲

び

、

大

事

業

を

讃

え

、

そ

の

大

遺

業

に

感

謝

し

報

恩

の

念

山

中

幾

匡

佐

藤

健

喜

山

中

登

何
一
つ
の
道
具
も
な
か
っ
た
。
而
し
先
人
達
が
人
の
た
め
、
村
の
た
め
、

後
世
の
た
め
と
、
強
い
団
結
と
努
力
の
結
果
、
掘
削
道
巾
四
尺
五
寸
、
長

サ
十
五
間
、
墜
道
高
サ
五
尺
、
巾
四
尺
五
寸
、
長
サ
十
五
間
、
延
長
三
十

間
に
及
ぶ
大
工
事
は
、
翌
三
十
九
年
春
四
月
見
事
貫
通
完
成
し
た
の
で
あ

る
。
執
念
岩
を
も
貫
く
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の

先
人
達
の
昇
天
の
歓
び
は
い
か
ば
か
り
か
と
、
察
す
る
に
余
り
あ
り
、
手

を
取
り
合
っ
て
万
才
万
才
と
天
に
も
と
ど
か
ん
ば
か
り
高
ら
か
に
観
声
を

続
け
ら
れ
た
事
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
記
念
し
て
墜
道
口
に
記
念
碑
を
建
て
ら
る
・
今
以
て
こ
こ
を
「
穴

丁
度
我
が
国
は
、
興
亡
を
賭
け
る
日
露
大
戦
争
の
さ
中
に
も
か
鴬
わ
ら

ず
よ
く
も
決
心
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
現
今
の
よ
う
に
機
械
化
さ

れ
た
時
代
と
雲
泥
の
相
違
い
で
、
無
細
工
な
鶴
噴
と
鍬
、
善
で
、
外
に
は

落
十
一
戸
の
先
人
方
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
春
を
待
た
ず
、
正
月
か
忘
れ
る
事
な
く
、
後
世
に
永
く
伝
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ら
休
日
、
祭
日
を
返
上
、
農
閑
期
を
有
為
に
利
用
し
て
工
事
に
専
念
さ
れ
昭
和
五
十
五
年
（
’
九
八
○
）
謹
書
滿
蔵
（
八
十
才
）

た
の
で
あ
る
。

碑

石

月

形

の

自

然

石

で

（

下

巾

○

・

四

三

、

巾

○

・

四

○

、

厚

○

・

豆

丁
度
我
が
国
は
、
興
亡
を
賭
け
る
日
露
大
戦
争
の
さ
中
に
も
か
鱈
わ
ら
○
、
高
一
・
五
○
米
）
表
面
・
道
路
改
良
、
裏
面
・
墜
道
開
鑿
工
事
記
念

厚
○
・
三
五
（
上
塩
出
迫
と
刻
み
あ
り
）
、
上
巾
○
・
六
三
、
厚
○
・
四
二

米
）
で
碑
石
は
、
自
然
石
で
道
路
開
通
記
念
碑
と
銘
が
あ
る
。
沿
革
に
つ

い
て
は
、
字
体
小
さ
く
、
浅
く
、
読
み
取
り
が
困
難
の
た
め
省
略
、
台
石

三

一

三

所

在

地

大

字

部
落
中
央
県
道
沿
、

三
叉
路
に
碑
が
建
立

さ
れ
て
あ
る
。
基
礎

切
石
積
（
高
一
・
二
ノ
ノ
″

米
）
台
石
三
段
（
下

巾
一
・
五
、
厚
○
・

二
、
中
巾
一
・
○
、

大
字
塩

一
」

Ｉ
ｒ ~ 碑

と
な
っ
て
い
る
。

出
道
（
上
塩
出
）
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三
一
四
所
在
地
大
字
塩
出
迫
（
下
塩
出
）

県
道
沿
い
、
部
落
中
央
右
側
に
碑
か
建
立
し
て
あ
り
、
碑
文
に
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

「

碑

文

」

道
路
開
通
記
念
碑

地
方
文
化
ノ
進
展
ハ
多
ア
ル
ト
雛
モ
、
腱
山
村
二
船
テ
ハ
、
一
一
一
交
通

網
ノ
完
備
一
一
俟
サ
ル
可
ラ
ズ
、
当
部
落
ノ
殿
モ
、
重
要
ナ
ル
路
線
ハ
、
県

道
鞍
岡
・
高
千
穂
線
、
並
二
、
大
迫
・
塩
出
線
ニ
シ
テ
、
該
路
線
ノ
改
修

ノ
蓋
、
明
治
末
期
二
起
り
未
来
、
県
直
営
ノ
方
法
、
高
森
町
外
二
町
村
道

路
組
合
方
法
等
、
各
稗
手
段
ヲ
識
ジ
改
修
機
運
ノ
速
成
二
猫
メ
来
リ
シ
モ

幾
多
ノ
支
障
一
一
ヨ
リ
~
昭
和
七
年
二
至
ル
モ
其
ノ
機
、
至
ラ
ザ
リ
シ
ガ
、

昭
和
八
年
鴎
村
振
興
ノ
ー
端
ト
シ
テ
、
土
木
事
業
ヲ
企
画
セ
ラ
レ
、
本
線

其
ノ
指
定
ヲ
受
ケ
タ
リ
、
黙
ル
ー
、
本
線
改
修
予
定
計
画
ハ
、
大
字
菅
尾

地
内
、
通
播
、
野
里
ヨ
リ
牛
ヶ
山
ヲ
経
テ
、
上
塩
出
一
一
通
セ
シ
ム
ル
予
定

セ
ル
ヲ
間
キ
及
ピ
タ
ル
ヲ
以
テ
ゞ
此
ノ
期
一
一
齢
テ
、
当
部
落
ヲ
通
過
ノ
方

法
ヲ
蓋
セ
シ
ガ
永
遠
一
一
文
化
ノ
恩
恵
ヲ
浴
シ
能
ハ
ズ
菫
大
危
機
一
一
遭
蝿
シ

タ
ル
ヲ
以
テ
、
部
落
民
一
致
協
力
其
／
目
的
ノ
達
成
一
一
務
メ
タ
ル
’
一
、
熱

意
遂
二
客
レ
ラ
レ
、
多
年
ノ
宿
望
初
メ
テ
成
就
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
大
迫
．

世
話
人
佐
竹
督
峨

と
銘
あ
り
。

塩
出
線
モ
、
昭
和
十
一
年
遂
二
、
村
民
各
位
ノ
同
情
一
一
頼
り
改
修
完
成
ヲ

見
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
丞
道
改
修
ノ
速
成
一
一
格
段
ノ
努
力
ヲ
佛
ィ
精
神
的
、

物
質
的
一
一
多
大
ノ
功
績
ア
ル
、
吉
田
虎
喜
氏
工
事
改
修
ノ
実
際
二
対
シ
多

大
ノ
苦
心
ヲ
ナ
シ
タ
ル
、
Ｔ
藤
惠
次
郎
氏
、
中
村
乙
ノ
ー
氏
ノ
努
力
ノ
跡
、

本
事
業
ノ
円
満
ナ
ル
進
捗
ヲ
計
リ
タ
ル
中
村
繁
明
氏
一
一
、
眞
原
栄
三
郎

氏
一
一
、
眞
原
市
次
氏
、
中
村
秀
ノ
十
氏
、
中
村
熊
彦
氏
、
柿
一
一
部
落
民
及

関
係
者
各
位
一
一
、
深
甚
ナ
ル
敬
意
卜
感
謝
ノ
意
ヲ
表
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

当

時

村

長

岩

下

久

男

助

役

旅

土

木

、

王

任

古

路

木

一

部

落

道

委

員

村

会

議

員

吉

田

虎

光

″

兼

区

長

工

藤

惠

次

郎

区

長

代

理

中

村

乙

ノ

十

属

原

栄

二

郎

前

区

長

眞

原

巾

次

中

村

秀

ノ

ー

中

村

鴎

明

中

村

熊

彦

碑
は
、
某
礎
切
石
積
舎
同
・
○
丘
）
台
石
三
段
（
下
巾
~
．
ご
↓
Ｃ
、

厚
○
・
一
七
、
中
巾
Ｃ
・
九
三
厚
Ｃ
・
三
三
、
上
巾
○
・
六
川
、
厚
○
・

三
三
米
）
の
上
に
自
然
石
（
下
巾
０
．
三
、
中
巾
○
・
八
二
、
吉
可
・
↓

I

’
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道
路
三
線
記
念
碑

が
建
立
さ
れ
て
あ

た
記
念
と
し
て
、

三

一

五

所

在

地

米
山
部
落
入
口

三
叉
路
に
、
三
線

の
道
路
を
改
修
し

ブ
（
》
○

八
米
）
の
碑
で
あ
る
。

一
、
昭
和
二
年
三
月
竣
工
米
山
～
菅
尾
線

村

長

甲

斐

広

保

助

役

岩

下

久

男

村

会

議

員

興

梠

末

太

区

長

佐

渡

原

万

平

同

興

梠

辰

熊

志
昭
和
八
年
三
月
竣
工
米
山
～
大
迫
線

村

長

岩

下

久

男

助

役

古

路

木

一

村

会

議

員

興

梠

未

太

碑

文

大
字
米
迫
（
米
山
）

～ﾛ

墓謹
認
坪
》
げ

辱
八
迩
一 《

醤霞蕊予;，，
豊謬 ≠●LJ星ゴ

三

一

六

所

在

地

大

字

今

（

滝

下

）

役
場
前
よ
り
町
道
を
約
五
百
米
程
下
る
と
、
峡
が
見
え
、
三
叉
路
よ
り

右
側
下
方
に
橋
梁
が
見
え
る
。

本
橋
架
設
の
六
粁
上
下
流
周
辺
は
、
「
蘇
陽
峡
」
と
云
う
天
下
の
名
勝
地

で
あ
る
。
当
時
、
此
の
蘇
陽
峡
に
完
全
な
る
橋
梁
が
な
く
、
木
造
橋
の
た

め
、
増
水
如
に
、
再
三
流
失
し
て
い
た
。
此
の
河
川
、
五
ヶ
瀬
川
は
遠
く

宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
鞍
岡
の
官
山
に
源
を
発
し
、
延
岡
市
迄
実
に
一
○
六
粁

に
及
び
、
太
平
洋
に
注
い
で
い
る
。
こ
の
周
辺
は
、
風
光
明
媚
に
し
て
、

そ
の
清
流
さ
は
他
の
比
で
な
い
が
、
一
度
豪
雨
に
よ
り
増
水
と
な
れ
ば
、

濁
流
と
な
り
氾
濫
し
、
尊
い
人
命
さ
え
失
う
現
況
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十

請

負

者

藤

本

唯

雄

と

記

さ

れ

て

あ

る

。

基
礎
割
石
積
（
巾
○
・
九
、
高
○
・
七
米
）
台
石
切
石
（
巾
○
・
四
八
、

厚
○
”
三
米
）
碑
石
（
巾
○
・
二
七
、
高
○
・
九
○
米
）

区

長

興

梠

辰

熊

↑
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
米
山
～
大
久
保
線

村

長

山

中

説

眞

助

役

大

久

保

舂

俊

収

入

役

今

村

親

雄

勧

業

主

任

佐

藤

幸

孝

－122－
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六
年
の
デ
ラ
台
風
に
察
雨
増
水
に
よ
り
、
又
も
流
失
さ
れ
た
た
め
、
国
庫

補
助
の
霧
助
を
受
け
て
、
よ
う
や
く
昭
和
三
十
年
三
月
二
十
五
日
着
工
、

初
め
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
《
水
久
橘
と
し
て
、
同
年
七
月
１
－
九
日
完

成
し
、
以
来
曜
紫
、
文
化
、
観
光
面
に
多
大
の
卿
忠
を
受
け
て
現
在
に
至

特
に
本
欄
錨
の
特
殊
帷
は
、
』
尚
柵
が
な
い
こ
と
て
あ
り
、
此
れ
は
大
贈

水
時
を
汚
磑
し
て
の
投
計
に
て
、
墹
水
の
時
は
流
水
が
越
水
し
、
橘
梁
ｎ

体
の
抵
抗
を
少
な
／
、
す
る
↓
シ
の
で
「
床
盤
橋
」
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
設

汁
苫
は
当
時
、
県
阿
蘇
惚
猫
所
農
地
隷
農
Ｈ
、
水
治
雄
技
師
に
よ
る
＃
口
の

Ｉ

こ
の
橋
梁
の
復
旧
Ｌ
頚
に
当
っ
て
ば
、
淵
時
旧
馬
兒
原
町
と
旧
菅
尾
村

し
~
｜
の
境
界
の
た
め
、
両
町
構
の
共
同
負
担
と
し
て
地
元
負
扣
命
を
出
管
し
、

欠
許
僅
旧
Ｉ
狸
Ｌ
｜
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

滝
ｒ
橘
梁
災
害
復
旧
工
事
記
念
碑

馬

兇

原

町

長

工

藤

″

助

役

斗

高

″

収

入

役

本

由

″

銭

長

本

田

《
Ｌ
無
坐
辛
（
一
Ｃ

つ
一
ｌ
』
い
申
。
。

ヨ

碑

＝IF・
〆xL

L寺

総
正
糎
賛
金
。
、
○
・
八
Ｆ
円

（
国
庫
補
助
六
・
丘
別
地
沁
負
担
三
・
五
割
）

保
蔵

俊
治

未
龍

清
隆

碑
石
娃
礎
（
巾
○
・
几
、
厚
○
・
三
瓦
米
）

高
一
・
○
八
米
）
の
切
石
の
碑
で
あ
る
。

″

副

議

長

山

本

正

綱

〃

駐

在

員

坂

本

定

〃

農

業

委

員

坂

本

武

光

〃

前

議

員

坂

本

政

行

″

経

済

課

長

栗

屋

励

管

尾

村

長

山

中

説

眞

〃

助

役

人

久

保

舂

俊

〃

収

入

役

今

村

親

雄

〃

議

長

田

中

進

〃

副

議

長

田

中

案

山

子

〃

地

元

議

員

藤

屋

末

義

〃

駐

在

員

藤

臆

蓋

武

〃

農

業

委

員

囲

梠

幸

森

〃

土

木

、

王

任

佐

藤

幸

孝

昭
和
三
十
年
七
月
竣
正

請

負

街

藤

本

建

設

藤

本

唯

雄

石

正

上

村

栄

二

と
記
さ
れ
て
あ
る
。

{抑

（
○
・
二
八
角
、
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碑

文

当
県
道
清
和
高
森
線
ハ
、
加
藤
清
正
公
時
代
ヨ
リ
、
産
業
道
路
ト
シ
テ
高

森
、
日
向
方
面
一
一
通
ズ
ル
、
唯
一
ノ
枠
線
道
路
デ
ア
ッ
タ
ガ
地
形
ノ
起
伏

一
・
○
六
、
厚
○
・
一
二
米
）
上
台
（
巾
（

上
に
碑
石
（
巾
○
・
五
七
、
高
一
・
四
四
、

清
和
・
商
無
線
政
修
記
念
碑
と
銘
が
あ
る
。

リ
ー
ト
（
巾
一
・
五
、
厚
○
・
急
米
）
中
下
（
巾
一
・
○
三
、
厚
○
・
上

米
）
中
部
（
巾
○
・
九
七
、
商
○
・
四
九
米
）
台
石
竜
段
、
下
台
石
（
巾

一
・
○
六
、
厚
○
・
一
二
米
）
上
台
（
巾
○
・
七
、
厚
○
・
二
四
米
）
の

上
に
碑
石
（
巾
○
・
五
七
、
高
一
・
四
四
、
厚
○
・
一
三
米
）
が
あ
り
、

名
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
あ
る
。

三
一
七
所
在
地
大
字
二
瀬
本
（
丸
小
野
）

町
道
丸
小
野
線
沿
い
に
、
道
路
改
修
記
念
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

基
礎
石
蔽
（
下
巾
一
・
五
、
上
巾
○
・
九
五
、
高
一
◆
Ｏ
米
）
台
石
切
石

二
段
（
下
台
巾
一
・
エ
ハ
、
厚
○
・
二
三
米
、
上
巾
○
・
八
、
厚
○
・
二

九
米
）
碑
石
自
然
石
（
巾
一
・
○
、
高
一
・
○
米
）
の
碑
で
、
碑
石
正
面

に
、
道
路
改
修
記
念
小
屋
迫
一
書
と
あ
り
、
台
石
に
町
長
片
岡
正
行

助
役
興
梠
護
久
収
入
役
今
村
親
雄
議
長
本
田
清
隆
議
員
森
田
成
美

課
長
工
藤
義
久
、
台
石
右
側
に
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
柏
建
設
設
計

後
藤
義
雄
、
左
側
に
請
負
人
信
竹
相
柏
建
設
、
台
石
に
関
係
者
十
一

三

一

八

所

在

地

大

字

大

見

口

畜
産
公
社
前
、
三
叉
路
に
記
念
碑
が
建
京
さ
れ
て
あ
る
。
基
礎
コ
ン
ク

三
一
一
○
所
在
地
大
字
長
崎
（
甲
長
崎
）

町
揃
右
側
に
、
上
水
道
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
某
礎
（
高
○

七
二
）
台
石
三
段
（
下
巾
一
・
○
六
、
厚
○
・
一
三
、
中
巾
○
・
七
三
、

三
一
九
所
在
地
大
字
長
崎
（
甲
長
崎
）

部
落
内
（
藤
川
商
店
前
）
に
、
甲
長
崎
上
水
道
記
念
碑
が
建
京
さ
れ
て

あ
る
・
昭
和
三
十
六
年
二
月
、
工
費
汽
○
萬
円
、
組
合
員
十
二
名
の
氏
名
が

記
さ
れ
て
あ
る
。
施
工
者
長
谷
野
官
蔵
、
石
工
山
下
明
と
銘
が
あ
る
。

（

碑

切

石

台

二

段

自

然

石

下

切

石

）

甚
シ
ク
改
修
極
テ
困
難
ノ
タ
メ
未
改
修
県
道
ト
シ
テ
取
賎
サ
レ
テ
ィ
ダ
昭

和
二
十
汽
年
頃
ョ
リ
旧
柏
村
（
現
蘇
陽
町
）
町
議
会
ハ
地
域
住
民
多
年
ノ

要
望
一
一
應
へ
、
県
議
会
国
会
議
員
ノ
方
々
へ
本
線
ノ
改
良
促
進
ヲ
訴
へ
其

ノ
熱
意
卜
重
要
性
ガ
認
メ
ラ
レ
単
県
事
業
卜
、
ン
テ
着
手
ノ
運
ビ
ト
ナ
ッ
タ

延
長
九
粁
二
唖
ビ
多
額
ノ
事
業
菅
ヲ
要
シ
永
ク
歳
月
ヲ
経
テ
地
域
住
民
待

望
ノ
内
、
遂
二
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
改
良
舗
装
ノ
完
成
ヲ
見
タ
コ
ノ
完

成
ヲ
貝
ル
迄
ニ
ハ
、
穴
見
重
雄
翁
ノ
、
三
十
余
年
二
亘
ル
タ
ュ
マ
ヌ
努
力

卜
熱
意
ハ
基
ヨ
リ
地
元
民
ノ
協
力
卜
犠
牲
奉
仕
ノ
賜
モ
ノ
デ
有
ル
コ
ノ
完

成
ニ
ョ
リ
沿
線
資
源
ノ
開
発
卜
地
域
住
民
ノ
生
活
卜
文
化
ノ
向
上
暁
ビ
経

済
発
展
一
一
大
キ
ク
寄
与
ス
ル
モ
ノ
デ
向
ル
◆

六

、

水

道
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三

一

二

所

在

地

大

字

方

ヶ

野

部
落
の
お
蛍
右
側
に
、
水
道
増
設
記
念
碑
（
高
○
・
七
三
、
巾
○
・
二

二
）
台
石
》
↓
一
段
、
上
部
自
然
石
（
巾
○
・
五
、
厚
○
・
二
万
）
中
部
切
石

（
巾
○
・
五
二
、
厚
○
・
三
二
）
下
段
切
石
（
巾
○
・
七
○
、
厚
○
・
一

二
台
五
行
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
高
○
・
五
五
、
巾
一
旦
○
米
）
が
建
立

し
て
あ
る
。

碑

文

昭
和
五
十
二
年
ノ
異
状
渇
水
一
一
依
り
既
投
ノ
水
源
ニ
テ
ハ
不
足
ヲ
竿
ジ

組
合
員
協
議
ノ
上
、
役
場
ヨ
リ
補
助
ヲ
受
ケ
ト
笹
尾
水
源
一
一
水
利
関
係
者

ノ
了
解
ヲ
得
テ
組
合
員
総
カ
ノ
上
、
竣
工
通
水
一
一
毛
ル

総

Ｔ

事

費

一

、

○

○

九

千

円

也

組

合

長

堀

正

則

副

組

合

長

佐

藤

装

次

会

汁

倉

岡

良

一

壁

記

讓

嶋

玖

滿

組

合

員

外

七

名

厚
○
・
二
四
、
上
巾
○
・
五
五
、
厚
○
・
三
一
米
）
碑
は
自
然
石
の
碑
で

あ
る
。
昭
和
三
十
三
年
三
月
の
施
汀
で
、
工
費
百
四
拾
五
万
円
、
当
時
の

糾
合
貝
十
八
名
の
氏
名
と
、
施
Ｌ
昔
長
谷
野
面
戯
、
石
工
上
川
井
野

山
下
竜
彦
、
題
字
本
田
清
隆
と
銘
あ
り
。

当
神
前
部
落
は
、
標
高
六
百
米
余
ノ
高
地
ニ
ア
リ
、
戸
数
二
十
数
戸
、
人

刷
二
百
余
ノ
集
団
部
落
農
家
ヲ
形
勢
シ
テ
ォ
リ
水
田
二
惠
レ
ズ
、
畑
作
ヲ

、
モ
体
ト
シ
タ
農
業
ヲ
経
営
シ
殆
ド
家
庭
経
済
ハ
豊
カ
デ
ナ
ク
、
卜
’
一
水
田

ノ
水
不
足
ハ
元
ヨ
リ
当
部
落
一
一
ハ
井
戸
攻
湧
水
ハ
一
ヶ
所
モ
ナ
ク
、
山
上

ヨ
リ
流
レ
ル
川
水
ヲ
唯
一
ノ
飲
料
水
ト
シ
テ
使
用
シ
テ
イ
タ
、
此
ノ
流
水

モ
秋
ョ
リ
冬
一
一
ヵ
ヶ
テ
ハ
殆
ド
枯
渇
シ
バ
百
米
余
モ
ア
ル
処
カ
ラ
、
水
汲

ミ
ニ
労
カ
ヲ
費
シ
テ
人
手
不
足
又
ハ
老
人
ダ
ヶ
ノ
家
庭
一
一
オ
イ
テ
ハ
使
用

水
ニ
モ
不
足
ス
ル
状
態
ニ
テ
之
二
要
ス
ル
労
力
ハ
漠
大
ナ
ル
モ
ノ
ガ
ア
ッ

夕
、
且
又
川
水
卜
言
ツ
テ
モ
道
路
端
ヲ
流
レ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
汚
物
等
ノ
流

入
等
ア
リ
極
メ
テ
非
衛
雫
的
デ
毎
年
数
名
ノ
伝
染
病
患
者
モ
出
ル
有
様
デ

ア
ッ
タ
、
前
泳
ノ
通
リ
ノ
状
況
二
灯
り
、
我
々
ハ
此
ノ
際
、
万
難
ヲ
排
シ

テ
モ
簡
易
水
道
ヲ
~
布
設
シ
、
飲
料
水
ナ
リ
ト
モ
竃
派
ナ
住
ミ
ョ
イ
村
ヲ
造

リ
タ
ィ
ト
部
藩
民
窄
ツ
テ
熱
烈
ナ
ル
要
望
ヲ
謁
見
原
町
当
局
帷
一
一
議
会
二

陳
情
シ
、
町
公
営
事
業
デ
布
設
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
蕊
一
一
此
ノ
設
肛
ヲ
記

念
シ
永
久
二
記
ス
モ
ノ
デ
ア
ル
受
読
者
一
同
と
銘
記
し
あ
り
。

建

設

工

事

費

一

、

六

二

九

千

円

内

訳

国

庫

補

助

二

九

六

、

七

万

０

円

三

二

二

所

在

地

大

字

抑

の

前

鉤

人面
の
原
東
側
に
、
自
然
石
（
高
さ
一
・
○
、
台
石
一
二
段
一
・
七
九
米
）

の
、
水
道
竣
工
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

碑

文

I
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後

藤

一

男

、

奥

村

一

総

部

落

外

寄

附

金

者

省

略

石

工

矢

部

町

上

川

丼

野

三

代

目

石

工

山

下

学

昭
和
三
十
二
年
五
月
建
之

県

費

〃

一

四

八

蕊

三

七

五

円

町

支

出

金

四

一

、

八

七

五

円

起

債

七

○

○

、

○

○

○

円

受

益

者

負

担

金

四

四

二

、

○

○

○

円

夫

役

労

務

三

八

○

人

工

事

施

行

業

者

昭

和

水

道

株

式

会

社

関
係
者

町

長

工

藤

保

蔵

助

役

斗

高

俊

治

収

入

役

本

田

末

熊

経

済

課

長

栗

屋

励

担

当

書

記

栗

屋

守

総

務

課

長

松

村

励

普

及

技

師

小

崎

孝

行

建

設

委

員

議

長

本

田

清

隆

″

増

田

輝

清

、

増

永

勇

、

栗

屋

保

人

部
落
選
出
部
落
委
員

枝

尾

留

雄

、

栗

屋

集

、

栗

屋

四

郎

’

三

一

三

所

在

地

大

字

白

石

町
道
、
神
の
前
線
（
通
称
、
白
石
原
附
近
）
左
に
入
り
、
登
り
上
っ
た

右
側
の
栗
園
に
、
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

碑
石
に
、
大
野
上
水
道
記
念
碑
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日
竣

工
と
銘
あ
り
、
裏
面
に
銅
板
に
て
、
組
合
員
氏
名
（
白
石
十
九
名
。
大
野

十
三
名
・
土
戸
十
八
名
）
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
別
に
碑
文
は
な
い
。

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
下
巾
一
・
○
五
、
上
巾
○
・
九
、
高
一
・
○
米
）

十
三
名
・
土
戸
十
八
名
）
が
雪

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
下
巾
一

三

一

一

四

所

在

地

大

字

今

今
村
観
音
堂
庭
に
、
今
地
区
水
道
竣
工
記
念
碑
が
あ
る
。
碑
文
に
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

「

碑

文

」

今
地
区
水
道
竣
工
記
念
碑

台

石

切

石

二

段

剛

側

’

一

Ｌ

（

下

石

巾

一

・

○

、

や

‐

：~

毎

冠

厚
○
・
一
六
、
上
石
一
郎

巾
○
・
七
二
、
厚
○
．
一
恥
~一

拍

三
二
米
）

碑

は

、

自

然

石

で

苧
育

~

高
一
・
○
、
下
巾
○
．
瀞
Ｉ

四
五
、
中
巾
○
・
五
八
米
で
あ
る
。
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ご念､碑檸（水道）
みー一 ﾒ

要￥ ／丑二

こ
の
水
道
は
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
区
民
一
同
協
議
な
し
た
る
処
、
多

年
来
の
要
望
せ
し
事
業
で
、
全
員
異
議
無
く
賛
意
を
得
て
、
建
設
委
員
会

を
設
立
し
、
具
体
的
準
備
に
着
手
す
、
水
源
地
は
、
今
滝
下
、
三
望
峡
に

湧
き
出
ず
る
清
水
を
利
用
す
る
こ
と
に
決
し
、
水
源
地
、
配
水
地
、
ポ
ン

プ
室
用
地
等
の
用
地
関
係
者
の
ご
協
力
を
賜
り
、
補
助
事
業
と
し
て
推
進

方
を
町
に
依
頓
し
て
、
事
業
認
可
を
受
け
、
昭
和
四
十
一
年
八
月
十
五
日

入
札
に
附
し
、
直
に
着
工
せ
り
、
こ
の
間
全
員
が
協
力
一
致
し
、
幾
多
の

困
難
を
克
服
し
、
同
年
十
一
月
、
目
出
度
く
竣
工
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

こ
一
一
に
、
こ
の
事
業
を
永
久
に
記
念
す
る
た
め
、
こ
の
碑
を
建
京
せ
り

昭

和

四

十

三

年

一

月

今

水

道

組

合

組

合

長

今

村

弘

行

副

組

合

長

田

上

勝

委

員

白

暁

透

″

今

村

捨

志

″

松

村

励

″

今

村

厳

幣

事

田

上

惟

雄

″

興

梠

味

延

会

計

田

上

憲

一

総

工

事

費

四

、

四

一

○

千

円

竣

工

日

昭

和

四

十

一

年

十

一

月

三

十

日

三

一

一

五

所

在

地

大

字

今

（

滝

下

）

役
場
前
よ
り
町
道
を
約
四
吾
米
程
下
る
と
、
左
側
に
水
頂
記
念
碑
が
建

立
さ
れ
て
あ
る
。

承
地
域
は
、
比
較
的
水
源
に
乏
し
く
、
枯
水
期
に
は
、
飲
料
水
に
も
支

障
が
あ
り
、
各
地
区
如
に
小
規
模
の
簡
易
水
道
の
施
設
状
況
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
四
年
広
域
水
道
施
設
と
し
て
、
事
業
に
着
手
、
本
水
源
肋
所
有

者
、
今
村
敏
氏
よ
り
買
収
が
ま
と
ま
り
、
旧
菅
尾
地
域
令
域
（
今
米
山
・

塩
出
除
く
）
及
柳
井
原
地
区
迄
の
給
水
事
業
が
完
備
さ
れ
、
給
水
上
の
憂

い
が
解
消
し
た
。

「

碑

文

」

水

道

記

念

碑

竣
工
年
月
日
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

町

長

片

岡

箙

行

設

計

有

限

会

社

水

開

発

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

用

地

提

供

考

今

村

敏

ポ

ン

プ

室

″

林

虎

彦

碑
石
基
礎
（
下
巾
一
？
四
、
上
巾
一
・
一
五
、
高
一
・
一
三
米
、
玉

混
）

台
石
（
巾
○
・
七
五
、
厚
○
・
四
米
）
砿
〈
巾
Ｃ
・
三
七
、
高
一
・
四

米
）
の
切
石
の
碑
で
あ
る
。

’
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中
神
働
地
区
ハ
、
昭
和
四
十
一
年
頃
カ
ラ
、
干
睡
ガ
続
キ
、
水
ノ
使
月

増
加
卜
共
一
一
、
水
不
足
ト
ナ
リ
学
校
給
食
用
水
一
一
モ
事
欠
キ
、
衛
生
ｔ
串

大
危
機
二
至
ツ
タ
、
故
二
地
区
民
ハ
、
役
場
ノ
指
導
ヲ
受
ヶ
、
水
源
池
ヲ

求
メ
テ
、
昭
和
四
十
』
一
年
十
二
月
二
十
二
日
工
事
二
着
手
シ
、
昭
和
四
十

三
年
四
月
二
十
五
日
工
事
ヲ
完
了
シ
ダ

総

工

事

費

百

五

拾

萬

円

也

ｑ
■
ｒ

ｐ
Ｊ
ｃ

｝
く

碑
は
、
基
礎
（
巾
一
・
六
三
、
高
○
・
四
三
米
）
台
石
三
段
（
下
巾
一
・

八
三
、
厚
○
弓
四
米
）
中
台
（
巾
一
・
一
二
、
厚
○
・
二
三
米
）
ｔ
台

（
巾
○
・
四
三
、
厚
○
・
二
八
米
）
碑
石
（
巾
○
・
九
一
、
高
○
◆
六
一
、

厚
○
・
二
四
米
）

三
一
一
六
所
在
地
大
字
花
上
（
中
神
働
）

花
卜
分
校
手
前
約
五
十
米
右
側
に
、
水
道
通
水
記
念
の
碑
が
建
っ
て
い

碑

文 施

工

昭

和

水

道

土

木

株

式

会

社

総
事
業
費
一
億
人
千
七
七
六
萬
四
千
円
也

給

水

人

口

六

四

○

名

計

画

水

型

一

八

六

・

七

立

方

米

給

水

管

延

長

一

五

・

六

八

一

米

と
記
さ
れ
て
あ
り

記

念

碑

建

立

者

責

任

者

嶋

村

美

智

男

″

稲

永

親

則

外

十

二

名

碑
石
は
、
基
礎
（
巾
一
・
一
五
、
高
○
・
七
米
）
台
石
二
段
（
下
巾
一
・

工
事
施
工
ハ
地
区
民
負
担
征
四
三
一
名

当

時

人

夫

賃

九

百

円

也

寄

附

令

者

内

田

鶚

鶴

二

万

円

中

神

働

婦

人

会

二

万

円

水

源

提

供

者

後

藤

勇

幸

町

長

片

岡

正

行

讓

長

森

田

成

美

讓

員

後

藤

松

壽

″

小

崎

惟

光

建

設

課

長

立

田

猛

設

計

者

後

藤

義

雄

建

設

委

員

長

人

住

茂

会

計

大

住

強

地

区

班

長

後

藤

今

朝

則

建

設

委

員

大

原

今

朝

茂

外

十

名
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１
Ｊ
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０
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2念碑等（水道）蕊7籍

町
道
右
側
に
水
道

事
業
完
成
の
記
念
碑

る
・
基
礎
石
積
で
（
高

○
・
八
二
、
横
一
・

○
米
、
台
石
横
○
・

九
八
厚
○
・
二
五

が
、
建
立
さ
れ
て
あ

三

二

七

所

在

地

大

字

高

辻

（

前

）

の
上
に
栗
石
（
巾
○
・
六
五
米
）
で
、
上
に
三
角
形
の
自
然
石

八
五
巾
○
・
三
二
米
）
正
面
に
水
道
記
念
碑
昭
和
四
十
三

証
亟
○

昭
和
三
十
五
年
一
月
起
工
功
労
者
、
木
実
贋
と
あ
り
、
合

水
道
組
合
員
氏
名
、
組
合
長
木
実
廣
、
副
組
合
長
佐
藤
泉

名
の
氏
名
が
あ
り
。
監
事
興
梠
義
彦
。
佐
藤
幸
春
・
会
計
袴 台後

二
五
米
、
上
巾
○
・
八
二
米
、
厚
○
・
三
六
米
）
碑
石
（
巾
○
・
五
、
高

一
・
六
米
）

木
実
初
好
。
興
梠
光
雄
。
後
藤
国
雄
。
理
事
興
梠
未
久
・
姫
野
今
朝
義
．
発
起
人
佐
藤
熊
八
外
二
十
三
名
の
氏
名
が
あ
る
。

銘
あ
り
。

寄
附
者
佐
藻
俊
光
・
水
源
池
は
大
字
伊
勢
佐
藤
孝
一
氏
よ
り
提
供
と

｜
｜
I
I
E

I
l

l
H

l
l
I
I
I
I

i
I

吋

利

1

1
Il

m
l~、V凸I11TIilUf

1~；
'1

1．

石
に
高
辻

泉
外
三
十
五

藤
未
人
．

（
吉
同
一
“

年
三
月
建

長
谷
・
稲
生
、
西
水
道
組
合
碑
文

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
十
四
日
、
先
輩
佐
藤
熊
八
氏
ノ
発
案
ニ
ョ
リ
突
如
、

私
共
二
十
戸
稲
生
西
水
道
組
合
ヲ
結
成
シ
、
ソ
ノ
水
源
ヲ
目
細
、
工
藤
静

雄
氏
、
所
有
地
二
求
メ
、
同
氏
ノ
快
諾
ヲ
得
、
組
合
全
員
ハ
、
数
十
万
円

ノ
巨
費
ヲ
投
シ
延
数
百
人
ノ
日
夜
懸
命
ノ
努
力
ニ
ョ
リ
、
コ
ノ
大
工
事
ヲ

完
成
シ
、
無
限
一
一
湧
出
ス
ル
飲
料
水
ヲ
見
ル
ー
至
ツ
タ
、
数
年
ノ
才
月
ハ

ス
ギ
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
三
日
飲
料
水
ノ
不
足
一
一
ナ
ャ
メ
ル
隣
村
、

倉
木
山
、
目
細
、
一
部
長
谷
校
ノ
切
ナ
ル
要
望
一
ヨ
リ
一
本
化
シ
ダ
、
長

谷
水
道
組
合
ト
シ
水
源
モ
、
新
二
、
町
有
八
十
谷
二
、
モ
ト
メ
今
日
二
至

ツ
タ
、
当
時
ノ
組
合
員
ノ
労
苦
ヲ
永
久
一
一
記
念
ス
ル
タ
メ
コ
ノ
碑
ヲ
建
設

三

二

八

所

在

地

大

字

長

谷

（

稲

生

）

小
学
校
下
、
旧
国
道
沿
に
水
道
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
基
礎
（
巾

一
・
五
二
、
厚
○
・
二
米
）
台
石
（
巾
一
・
二
八
～
一
・
一
六
、
高
○
◇

八
七
米
ブ
ロ
ッ
ク
積
）
上
に
台
石
（
高
○
○
六
六
、
巾
一
・
二
一
、
○
・

六
八
、
○
・
四
五
米
の
三
段
）
碑
高
（
○
・
七
、
巾
○
・
二
七
米
）
金
高

二
。
四
三
米

ス三
二
九
所
在
地
大
字
長
谷
（
稲
生
）

後
藤
泉
氏
入
口
の
所
に
、
稲
生
東
水
道
組
合
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
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三

三

○

所

在

地

大

字

長

谷

（

稲

牛

）

小
学
校
入
口
左
側
に
、
水
道
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
基
礎
石
棺

害
四
・
一
三
一
、
巾
○
・
八
七
米
）
台
石
三
段
（
高
○
・
汽
八
、
咋
下
一
・

一
九
、
卜
○
・
六
九
米
）
の
上
に
巨
然
石
（
高
一
？
Ｃ
、
巾
○
・
六
二
、

厚
○
・
四
五
米
）
の
碑
で
、

総

工

費

金

弐

百

八

拾

万

円

同
年
一
一
月
十
三
日
通
水
シ
ダ

あ
る
。
基
礎
（
巾
二
・
○
～
一
℃
四
、
高
一
・
一
米
）
台
石
（
巾
一
・
○
、

厚
○
・
二
五
米
）
・
碑
石
（
巾
○
~
七
五
、
高
言
四
盃
、
厚
Ｃ
◆
’
五
米
）

共
に
自
然
石
の
碑
で
あ
る
。

碑

文

本
組
合
ハ
昭
和
三
十
三
年
佐
藤
惟
光
氏
ヲ
組
合
長
ト
シ
通
称
イ
ゴ
谷
ヨ
リ
、

機
械
ニ
テ
水
ヲ
提
ゲ
、
飲
料
二
使
用
シ
タ
ガ
、
昭
和
五
十
丙
年
一
月
二
十

五
日
、
工
藤
一
氏
所
有
ノ
山
林
ヨ
リ
ノ
湧
水
ヲ
、
全
十
万
ニ
テ
買
イ
受
ヶ

昭
和
五
十
五
年
二
月
建
之

組
合
長
工
藤
弘
文
外
十
名
の
氏
名
あ
り

施

工

波

野

村

井

上

石

材

店

稲
生
東
水
道
組
合

土

地

提

供

者

後

藤

勝

男

碑
石
表
面
に
は
、
水
道
記
念
碑
後
藤
強
己
書
と
あ
り
。

コ
ノ
事
業
ハ
飲
料
水
卜
開
田
ノ
ニ
ッ
ノ
目
的
デ
水
利
組
合
員
栄
次
、
万

八
、
万
八
ノ
三
名
ヲ
当
初
約
五
反
歩
ノ
開
田
ヲ
ナ
シ
遂
次
増
反
ヲ
図
リ
潅

水
ノ
不
足
ノ
タ
メ
大
減
収
ヲ
見
ル
コ
ト
モ
ア
リ
、
昭
和
三
十
四
年
米
ノ
増

収
目
的
デ
、
小
団
地
開
発
事
業
ニ
テ
、
水
路
改
修
ヲ
行
ウ
コ
ト
ヲ
、
秀
雄

ハ
組
合
員
一
ズ
カ
リ
町
ノ
指
導
ノ
モ
ト
’
一
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
方
張
リ
ニ

テ
水
路
ヲ
新
設
官
二
十
万
便
一
一
テ
エ
事
完
成
シ
ダ
、
コ
レ
ョ
リ
漏
水
ガ
減

施

工

昭

和

三

十

九

年

一

月

十

六

日

担

当

者

栗

屋

寺

町
長
片
岡
正
行
、
助
役
興
梠
護
久
、
収
入
役
今
村
親
雄
、
議
員

玉
目
鉄
雄
・
工
藤
泉

会

長

本

川

吉

光

、

副

会

長

春

日

協

役
員
山
村
喜
久
夫
、
春
日
欽
男
、
工
藤
開
、
工
藤
吉
猶

組
合
員
穴
見
近
喜
、
外
十
名
の
銘
あ
り
。

三

三

一

所

在

地

人

字

大

見

口

部
落
内
県
道
左
側
に
、
列
ん
で
巨
然
石
の
碑
が
建
京
さ
れ
て
あ
る
。
表

面
に
、
水
路
竣
工
記
念
碑
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
建
設

墓
礎
石
積
で
（
下
巾
一
・
三
、
一
口
回
・
○
米
）
台
石
言
段
で
下
石
（
巾

○
・
九
二
、
厚
○
・
一
一
四
米
）
卜
石
（
巾
Ｃ
・
七
、
厚
○
・
三
三
米
）
の

上
に
（
高
言
○
、
巾
○
・
五
五
、
厚
○
・
二
一
米
）
の
Ｅ
然
石
の
碑
で
あ
る
。

碑

文
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ｊ箭
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吐
司
Ｆ
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Ｆ
Ｌ

４~牽
寺

碑《
ｆ
」Ｆ

甲
討
ｒ
一

二

歩

コ露7繕

ジ
各
人
増
反
ヲ
ナ
シ
’
一
町
二
反
ノ
開
田
ヲ
ナ
シ
タ
、
遂
次
増
反
一
一
テ
再
度

水
不
足
ヲ
生
ス
ル
事
態
ト
ナ
ッ
タ
、
明
治
四
十
年
上
ゲ
部
落
ハ
大
戸
、
標

高
七
百
二
十
米
ノ
高
原
地
デ
水
利
ノ
便
悪
ク
飲
料
水
モ
不
足
ス
ル
コ
ト
ア

リ
時
ノ
奈
須
柴
次
、
穴
見
万
八
、
奈
須
万
八
ノ
三
氏
相
図
リ
、
高
入
地
ヨ

リ
飲
料
水
ヲ
引
ク
コ
ト
ヲ
計
画
シ
、
コ
レ
オ
完
成
シ
タ
ル
モ
、
火
山
灰
卜
、

千
五
百
米
二
及
ブ
、
距
離
ノ
タ
メ
漏
水
多
ク
、
冬
期
ハ
不
足
シ
、
再
々
改

良
ナ
ス
モ
十
分
デ
ナ
イ
マ
マ
デ
至
ツ
タ
、
昭
和
三
十
四
年
、
聿
雄
ハ
コ
レ

ヲ
痛
感
シ
、
町
費
二
割
、
柏
官
行
財
源
一
割
助
成
デ
エ
事
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ

計
り
、
争
員
賛
成
ノ
上
、
町
ノ
指
導
一
一
蛙
ヅ
キ
、
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
ヲ
布

設
シ
事
業
費
三
十
五
万
円
デ
完
成
シ
ダ
、
然
ル
ー
昭
和
四
十
二
年
ハ
、
七

十
三
年
振
ノ
大
干
睡
ノ
年
ト
ナ
リ
当
地
区
ノ
水
田
ハ
、
植
付
不
能
ノ
状
態

ト
ナ
リ
非
常
一
一
憂
慮
サ
レ
タ
、
幸
一
一
モ
、
国
県
ハ
干
睡
ヲ
重
ク
ト
リ
ア
ゲ

テ
之
二
対
ス
ル
助
成
ガ
行
ハ
レ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
重
雄
ハ
、
明
治
四
十
三

年
頃
、
先
祖
ガ
、
字
積
前
言
○
○
一
番
地
ヨ
リ
潅
概
用
ト
シ
テ
水
路
ノ

計
画
実
施
シ
タ
ガ
六
粁
二
及
ブ
、
長
距
離
卜
種
々
困
難
ナ
条
件
ノ
タ
メ
中

止
ノ
ｔ
ム
ナ
キ
’
一
至
ツ
タ
、
重
雄
ハ
事
業
ノ
再
起
ハ
コ
ノ
ト
キ
バ
カ
リ
、

先
祖
ノ
五
十
余
年
前
苦
心
シ
ダ
水
路
デ
ア
リ
、
将
来
ノ
タ
メ
国
県
ノ
補
助

ヲ
仰
ギ
実
施
ス
ベ
ク
、
組
合
員
一
一
再
三
再
阿
協
議
シ
タ
ガ
一
名
ノ
反
対
ノ

タ
メ
全
員
賛
成
ハ
得
ナ
カ
ッ
タ
ガ
、
此
ノ
期
ヲ
逃
セ
バ
将
来
一
一
悔
ヲ
残
ス

シ
又
祖
先
ノ
苦
労
一
一
対
シ
テ
モ
葱
二
是
非
実
現
実
行
ス
ベ
キ
ト
、
時
男
、

重
男
ノ
ー
名
《
、
町
ノ
指
導
ノ
モ
ト
’
一
実
施
シ
ダ
。
ビ
’
－
１
ル
~
~
ハ
イ
プ
（
口

三

三

二

所

在

地

大

字

二

津

留

平
木
孝
一
氏
宅
、
入
口
右
側
に
、
碑
が
建
京
さ
れ
て
あ
る
。

碑
昭
和
三
十
一
年
王
月
水
源
提
供
者
百
枝
下
藤
厚

裏
面
に
碑
文
あ
る
が
、
読
み
と
れ
な
い
。

／P 、
′~■

万台
石
巾墓

三

三

三

所

在

地

大

字

柳

六
十
年
天
ノ
事
業
ヲ
見
事
二
完
成
シ
、
以
来
、
水
利
ガ
安
定
シ
、
増
収
サ

レ
タ
、
コ
レ
ヲ
永
遠
一
一
記
念
ス
ベ
ク
、
本
碑
ヲ
建
設
シ
ダ
所
以
デ
ア
ル
。

毎

主

琴

ｐ

ｒ

~

４

１

１

｜

~

~

~

~

と

銘 水 町
道
右
側
に
、
碑
が
建
京
さ
れ
て
あ
る
。

石
（
巾
Ｃ
・
六
五
、
厚
○
・
一
五
米
）
の
上
に
、
自
然
石
（
巾
○
・

、
高
○
・
八
、
厚
○
・
一
米
）

一
四
ミ
リ
）
六
粁
一
一
布
設
、
経
費
二
百
万
円
ニ
テ
先
祖
ガ
計
画
シ
ダ

道
記
念
碑
柳
水
道
組
合
建
設
昭
和
三
十
六
年
二
月
二
十
五
日

あ
り
。

礎
（
玉
混
下
巾
一
？
○
五
、
高
○
・
五
七
米
）
台
石
二
段
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